
議 案 第 ７５ 号 

 

松戸市立高等学校授業料等徴収条例の一部を改正する条例の制定 

について 

 

松戸市立高等学校授業料等徴収条例の一部を改正する条例を別紙のように定

める。 

平成２６年２月２１日提出 

 

松戸市長 本郷谷 健 次 

 

 

提  案  理  由 

 

公立高等学校に係る授業料の不徴収及び高等学校等就学支援金の支給に関す

る法律の改正に伴い、松戸市立高等学校の授業料に関する規定を整備するた 

め。 

 

 



松戸市立高等学校授業料等徴収条例の一部を改正する条例 

 

松戸市立高等学校授業料等徴収条例（昭和５０年松戸市条例第２号）の一部

を次のように改正する。 

第２条を次のように改める。 

 （授業料等の額） 

第２条 高等学校の授業料、入学料及び入学検査料（以下「授業料等」とい 

う。）の額は、次の表のとおりとする。 

区 分 単 位 金 額 

授業料 １月 9,9 0 0 円 

入学料 １回 5,6 5 0 円 

入学検査料 １回 2,2 0 0 円 

第３条第１項を次のように改める。 

 授業料は、次の表の左欄に掲げる月分を、同年の同表右欄に掲げる日まで

に徴収するものとする。 

４月分から６月分まで ６月２０日 

７月分から９月分まで ９月２０日 

１０月分から１２月分まで １２月２０日 

１月分から３月分まで ３月２０日（修業年限の最終学年に

あつては２月２０日） 

第３条第２項中「退学者又は転学者」を「退学した者又は他の学校へ転学し

た者」に改め、同項を同条第３項とし、同条第１項の次に次の１項を加える。 

２ 留学又は休学を許可された者の授業料は、当該留学又は休学の期間の初日

の属する月の翌月分（当該留学又は休学の期間の初日が月の初日に当たると

きは当該月分）から当該留学又は休学の期間の末日の属する月の前月分（当

該留学又は休学の期間の末日が月の末日に当たるときは当該月分）まで徴収

しないものとする。 

第３条に次の１項を加える。 

４ 他の学校から転入学した者の授業料は、転入学した日の属する月分からこ



れを徴収するものとする。 

第４条中「高等学校」を「学校」に改める。 

 第６条に次のただし書を加える。 

  ただし、市長が特に理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付

することができる。 

 別表を削る。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の日前から引き続き高等学校等（高等学校等就学支援金の

支給に関する法律（平成２２年法律第１８号）第２条に規定する高等学校等

をいう。）に在学する者に係るこの条例の施行の日以後の松戸市立高等学校に

係る授業料の徴収については、改正後の松戸市立高等学校授業料等徴収条例

の規定（第３条第１項を除く。）にかかわらず、なお従前の例による。 


